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大
正

九
年
五

月
十
五

日

發
行

’

諭

●
本
邦

産
天

秕

蛾

の

新
種
及

新
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き

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

理

學

博

士

　
本
年

彗
丹
り

本
留
に

五
の

末
録

種
と

＋

三

の

新

種
と

奄

發
表
ぜ

ゐ

が
、

本

夏
艶

に

＋

一
の

新
種
と

二

の

新
變
種
な

得

れ

れ

ば

爰
に

認

載
す

べ

し、

徇

序

に

蒲
屬
十
七

を

親

明

ぜ

ん
、

今
日
ま

で

余
の

知

れ
る

本

邦
天

杜
蛾
科
に

屬
マ

ろ

昆
蟲
の

總
數
拭

實
に

百

四

十

四

種
報

り
、

　
其
内

舊
北

洲
に

屬
で

ろ

の

種
類
ほ

百
二

十
二

種
に

し

て

東
洋
洲

に

嵩
す

る

の

種
類
は
僅
に

二

十
二

種

な

り、
ザ』
イ

シ

氏
の

蒡
垂目
に

依
れ

ば、
雀目
北

洲
に

産
ぜ

る

天

祗

．
蛾
の

総
数
は
百

六

十

五

種
に

し

て

其
内
本
邦
に

産
す

う

も

の

に
八

十
九

種

な

り、

之

れ

な

今
歐
洲
に

産
す
ろ

天

杜

蝦
の

總
數
四

十
二

種
に

比

較
イ

れ

ぱ
約

其

倍

數

な

リ、

然
る

に

余
の

今
日
迄
の

調

査
に

よ

り

て

見

れ

げ
・

本
邦
の

昆

蟲

数
は

概
し

て

毆

洲

に

産
す

う

も
の

よ

り

遙
に

多
く

少

く
も

三

倍
の

數
な
産
す
う

も
の

あ

る

な

知
る

に

到

れ

り、

歐

洲

に〜
庄
す

る

彼
の

天

蛾

科
の

昆｛
鹸

は冖
二

十

八

種｝
に

し

て、
　

本
邦

に

産
す
る

も
の

は
六

十

七

種
な

る

を
以

て

觀
て

も

是

れ

赤

其

約
三

倍
に

當
ゐ
、

比

較
的
面

穣
の

少

な

き

割

合

に

本

邦
に

昆

虫

の

多
き
は
→
は

其
氣
候

の

牛
熱
帯

よ

り

半

寒

帶
に

跨
が

り

居

る

が

僞
め

に

し

て
、

　
同

時
に

多
數
り

植
物

な
産

し

居
る一
か

故
な
る
。

へ

し−
　

爰
に

棍叩
げ
れ

ろ

薪

種
の

昆
蟲

に

多
く

柳
河
の

高
椋
悌
吉
氏

並

に

京
都
の

杉

谷

岩

彦、
　
及

び
鈴
木
元

漕

郎
兩

氏
の

採

集

に

係
る

も
の

な

れ

ば

鼓
に

其
好
意
な

公

表
す

。

（一）

ス

ギ
タ
ニ

シ

ヤ

チ
ホ
コ

§
亀
さ
亀

犠

§
ミ
蟄

雲

ミ
籠

ミ
，

驚

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
戸
。。

唱゜

（

諭
　

　
親
）

　
O
本

邦
産
天

瓧
蛾
の

驀
種
及

新
屬
に

就
き
　（
松
村
）

聰

松

村

松

年

　

ラ

　

♂
前
翅
は

友
臼
に

し
て

少

し
く

緑
色

を
帶
ぶ、

前

緑
及

び

翔
底

　

く
は

衣
臼、

絞
條
は

緑
黒
色、

翅
底
線
は
内
方
に
く

字
形

を

呈
し

、

其

内
方
に

當
ゆ

前

縁
に
一

環
状
紋
あ

り、

前

横
線
は
一

双

に

し
て

ら少

し
く

内
方
に

斜
走
し、

其
線
間
室
は

友
自、

中
脹
の

下

方
の

内

側
に

當
り

棒
状

線
あ

b
て
、

之

れ
は

漸
く
翅

底
に

逹
す、

後
横

線

も

亦
一

双

に

し
て

前

横
線
と
稍
々

相
卆

行
し、

甚
し
く

波
献
を
な

し．

其
線
聞
室
は

友

白
、

其

外
方
に

當
り、

第
一
、

第
四、

第
五

及
び

第
六

室
に

劍
妖

絞
あ

り

て
．

何
れ

も

外

方
に

尖
る、

荷
亜」
外

縁
線
は

外

縁
に

相

夲
行
し、

少
し
く

波
状
を

呈
す、

前

縁
の

中

央

に

二

絞
あ

り
て

判

然
せ

ざ

る
一

双
の

中

横

線
を

代
表
す

、

縁
毛

は

地

色
と

變
り

な

し
。

　

後

翅
は

暗
褐、

前
縁
は

廣
く

友
自、

外
方
に
二

黒
絞
め

り
て
、

外
側
の

も
の

は

大
な

b
、

縁
毛
は

地

色
・

6

り

少

し
く

淡
色、

裏
面、

前
翅
は

晴
福、

翹
底
及
び

後

翅
は
白

色、

下

唇
鬚
は
暗
色、

下

面

は

白
色、

頭
頂
は

白

色、

胸

背
は

友
自、

腹
面
は

友
臼

、

胸
腹
面

　
　

　
　

　

は

自
色、

♂
開

張
一

寸
五

分、

之

れ
は

信
州
追
分
に

て

昨
年
八
月
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り

（

論

　
　

設
）

O
本
邦
産
天

瓩

蛾
の

新
種
及

新

屬
に

就
毒

　（
松
村
）

十
一

日

理

學
士

杉
谷

岩
彦
氏
の

捕
獲
せ
る

も
の

な

る

が、

余
の

知

れ
る

範
圍
で

は

之

れ
は

ウ

ニ

ク

ム

の

標
本
に

し
て

他
に

發
見
せ

る

も
の

あ
る

を
知

ら
す

、

其
班

絞
及
び

色

彩
よ
り

見
れ

ば
少
し
く
プ

ラ

イ

ヤ

シ

ヤ

チ

ホ

コ

O．

需
巳
弊

寓
OO

屮

に

似
れ

ど
も

、

翅
は

遙

か

に

狹
く、

後
横

線
は

M

層
斜
に

し
て

濃
色
を

呈
し
例
然
す。

　
分

布
−
信

州
（

追
分
） 。

（二 ）

ホ

ヲ
シ

ヤ

シ

ロ

シ

ヤ

チ

ホ

コ

6
ぎ
《

ら
｝

O、
、

08

馬

《
臼

き
O
、
へ

■

　
塾

掛
、

蕁

ミ胸
ゴ゜
T7

　

ラ
　
　

　　　

　

♂
之

れ

は
一

見
シ

ロ

シ

ヤ

チ

ホ

コ

（

計

餮
冤
畄
09

諮

ぎ、
o
唄
r

に

酷

　

く
似
す

、

前

翹
は

友
自、

中
室

の

中
央
に
一

晤
色
絞
を

具
へ
、

少

し

く

隷
色
を
帶
ぷ、

後

横
線
は

勠

然
せ

ざ
る

縉
色

に

し
て、

第
六

脈

以
上

の

外
側
に

更
に

同

標
の
一

短
線
あ

り

て

之

れ

と
相

罕
行
す、

之

れ
よ
b
外
方
の

四

分
の
一

は

友
色
な

る

を

以
て

隨
て

後

慧
線
は

餘
り

剣
然
せ

す、

縁
毛
は

暗
友
色、

後

翅
は

暗
褐、

前

縁
は

次
臼、

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　…

外

側
に
一

暗
色
紋
あ

り、

緑
毛
は
暗
色、

裏
面
は

暗
色、

翅
底
及

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　｛

び

後

翅
は

次
自

、

下

唇

鬚
は

暗
色、

下

面
は

白
色、

頭
及
び

胸
背

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　｝

は

白
色、

腹
背
は

暗

瓷、
開

張
「

寸
三

分、

之

れ

は

昨

年
臺
灣

…

埔
里
瓧
に

て

高
椋
悌
吉
氏
の

採
集
せ

る

も

の

な

る

が
、

之
れ

も

亦

　一

ウ

ニ

ク

ム

の

標
本
に

し
て

他
に

發
見

せ

る

も
の

あ
る

を
知
ら

す、

シ

ロ

シ

ヤ

チ

ホ

コ

と

異
な

る

所
は

翅
は

遙
か

に

狹
く、

前

翹
の

横

賑

上

並

に

外

縁
に

黒

絞
を

缺
き
、

縁
毛
は

兩

翅
共

暗
色
な

り．

　

分
布
・
・

壷

灣
埔
里

肚
。

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

ニ

ラ偉

プ

ラ
イ

ヤ

シ
ヤ

チ
ホ

コ

　
9
．

蕊
蓼
。

亀

§
欝

冨

ミ
§

　

　
　
　
　

　

罎
oo

客

豊
夐

3
旨
幅

煢
憶
o
§
魯
6
竃
鞫

ミ
魯

芦
G
魯

き

　

　
　

♀
原
種

と
異
な

る

所
は

前

翅
は

自
色、

後

横
線
の

外

側
に

曙
色

　

く
紋

を
缺
き、

後
縁
の

中
央
に

稍
々

四

角
形

の

大
黒
絞
を

有
す
る

に

あ
り、

之
れ

は

昨
年
七

月
七
日

鈴
木
元

治

郎
氏
の

凾

舘
大
沼

公

園

に
て

探
集
せ

る

も
の

な

り、

今
日

迄
二

種

捕
獲
せ

ら

れ

だ

る

の

み

に

て

其
一

は

京

都
鈴
木

元

治

郎
氏
の

所
有
せ

る

も
の

な
り

。

　
附
記
旨

此

原
種
は

旧

光

に

最
も
普
逋
な

る

も
の

に

し
て

卆
幽
修
．

次

郎
氏
に

よ

れ
ば

其
幼
蟲
は

掬
の

大

害
蟲
な

り

と
。

　

　

剛

ス

ズ

キ

シ

ヤ

チ

ホ

・

警

…
ミ一
琶

ー
…
；

蓄

）

∬

　

♂

♀

前
翅
は

次
自、

少
し

く

黄
緑
を

混
じ、

黒

鱗
を

散
在
す、

の

　

く
　

く

斑
紋
は

黒
色、

翅
底
の
一

縱
條
は

梶
捧
歌

を
呈
し、

稍
々

前
横
線

に

逹

す
、

前

横
線
は
一

双

に

し
て

波
状
を

呈
し
、

第
一

脈
の

處
に

て

内
方
に

く

字
形
を

呈
す、

横
脈

上
の

短

線
は

他
の

紋
よ

ザ

も、

一

層

濃
色

に

し
て

判
然

す、

後
横
線
も
一

双

に

し
て

鋸

齒
状
を
呈

し、

其

線

間
室
は

白
色、

亜

外
縁
線
は

絞
列
と
な

り、

外
縁
の

紋

列
と

稍
々

相
不
行
す、

縁
毛

は

黒
色
♪

臼
色
の

斑
を
な

す、

中
脹

並

に

第
一

乃

至

第
四

脈
の

大

部
は

自
色
に

し
て、

其
一

圓
は

屠
色

を
帶
び、

第
二
、

第
三

及
び

第
三

室
の

中
央
に

臼
色
の

劒
殀
絞
を

裝
ひ

、

禽
前

縁
に

黒

紋
を
散
在
す、

尤
も

個．
種
に

よ

り

前

縁
の

暗
色

を
帶
ぶ

る

も
の

あ

り、

叉

翅
底
紋
の

外
他
の

絞
の

剣
然
せ

ざ

る

も
の

も
あ
り、

後
翅
は

晤
褐、

外

縁
線
は

濃
色
に

し
て

稍
々

波

ひ
、
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状

を

呈
す、

縁
毛
の

大

部
ば
炭

臼、

裏
面
は

次

黄
色、

前
翅
の

前

縁
及
び

中
央
は

少
し
く
晤
色
を

帶
ぷ、

頭
及
び

胸

背
は

臼
毛
と
黒

毛
を
混
じ、

觸
角
の

基
部
に

臼
毛

塊
あ

り
、

腹
背
は
暗

褐、

尾
端

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　

ラ

は

濃
色
に

し
て
、

之

れ
に

臼

鱗
を
散
在
す

、

開

張
♂
一

寸
五

分、

ラ
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

く

♀
一

寸
八

分、

此
種
は

初

め

鈴
木
元
治

郎
氏
の

京
都
高
尾
拠

に

て

く六

月
中

旬
綵
集
せ
る

も

の

な

る

が
、

其
後
竹

内
吉
藏
氏
は

九

月
中

旬
長
野

に

て

採

集
↓、

杉

谷
岩
彦
氏
は

七
月
信

弼
追
分
に
て

探
集

せ

り
、

侮

其
後
北
海
溢
の

諸
處
に

も
發

見
せ

ら
れ
π
聾
。

　

分

布
−

北

海
道、

本
州。

　
。Q

蠧
」

募

屬
と

O
 

暮

ぎ
夛
量
。Q
目

芻噛

屬
と
異
な

る

所
は

左

の

如
し。

　

雄
の

觸
角
は

短
か

き

鋸

齒

職
に

し
て
、

基

部
よ

り

稍
々

中

央
迄

細
毛
を

密
生
す

、

雌
に

て

は

稍
々

糸
飲
を
な

す、

頭
部
の

鱗
毛
は

短
か

し、

前
遡
は

遙
か

に

細
く、

外
縁
は

斜
に
一

端
直
に

し
て

丸
味

を

帶
び

す、

横
脈
は

弧
状
を

呈
し、

第
五
脈
は

其
中
央
よ

り

出
で、

三

分
せ

る

横
脹
の

内

最
下

部
に

位
せ

あ

下

横
脈
は

頗
る

短
か

し、

後
翅
の亠
第
八
脈

は

基

郡
よ

り

横
脈
の

處
迄

稍
々

相
年

行
し、

前
横

脈

と
中

横
脈
は、
°

同

長、

端
直
に

し

て
一

直
線
上

に

位
し、

下

横

脈

は

少
し
く

長
く
し
て

斜
走

す、

基

部
の

尾

端
は

圓
柱
形
に

し
て
、

兩

側
に

長
毛

を
缺
き

、

脚
に

長
毛
少

な

し、

距
は

圓
柱
形
に

て

末

端
は

斜
に

裁
斷
せ

ら
れ

把

る

が

如
き

觀
を

呈
せ

す、

此

屬
の

タ

イ

ブ

は
ス

曽

キ

ツ

ヤ

チ

ホ

コ

GQ
弖
頓
二

蛋
爭

q。

葺
8g

評
ロ

琿
卜
月

引

な
・
り

．

ラ伍

ウ

グ

イ

ス

シ

ヤ

チ

ホ

ニ
・
噸

硬剛
白

ぎ
。
、
軌

繭

暮
h、

三
』・
・。

亨

　
（

鈴
　
　
　

醗
）

　

0
本
邦
産
天

瓧
蛾
の・
漸
種一
及

新
属…
に

就
う
　
（

松
村）

の

厂

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　
♀
前
種

に

酷

似
す
れ

ど

も
其
異
な
る

所
は

左
の

如
し

．

　
ぐ

　
→
、

形

癌
に

小
な

る

事、

開

張
一

寸
五

分
。

　
二
、・

前
翅
全
面
に

多

數
の

緑
色

鱗
を

散

在
し、

中
脈
下
に

黒
色

　
　

　
の

棍
棒

線
を
缺
く、

前
横
線
は

剣
然
せ

ず、

後
横
線
は

太

　
　

　
く
し
て

緑
褐
色
を

呈
し、

一

双

を
な
さ

す、

亜

外
縁
上
に

　
　

　
あ
る

絞
列
の

中、

第
六

及
び

第
七
室
に

め

る

紋
は

大
な

り、

　
　

　
外
緑
線
は

短
く、

縁
毛
は

暗
色
と
臼

色
の

斑

を
な

せ

ど
も、

　
　

　
暗
色
毛

多
し

。

　
　
　
　

．

」

　
三
、

後
翅
は
一

層
濃
色、

隨
て

外
縁
線
は
到
然
せ

ず。

　
四、

裏
面
は

後
縁
と

同
色、

縁
毛
の

末
端
は

少
し

く

白

色
を

帶

　
　

　
ぶ

。

　
五、

尾
端
に

は

友
臼

鱗
あ

れ

ど
も

黒
色

鱗
を

罐
く。

　
之
れ

は

京
都
に
て

鈴・
本

元
治

郎
氏
の

探

集
せ

る

ウ

ニ

グ

ム

の

標

本
な

る

が

稀
な

る

が

如
し

．

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　

、

　

　
幻

と

ラ

ヤ

マ

シ

ヤ

チ

奪

年
ミ
・

°

ミ

ξ
ぎ
酔

彎

§

§

　

　
（
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　．

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
F
訟

鄭・

．

形
及
び

大
さ

は
ク

ロ

ボ

シ

シ

ヤ

チ

ホ

コ

G°
じ
h
窪
p

」

色
臨

C
げ
ε

暮
ゴ

9

　

　
　

　
　

　

に

酷

似
す、

舎
前
翅
は

次

褐
色、

翅
底、

前
横
線

、

前

縁
の

外
孚

　

　
　

　
　

く

及
び

後

縁
角
に

黄
緑
鱗
を

散
在
す、

翅
底
線
は

暗
色
に

し

て

細
く、

一

双

よ

り

成

り、

少

し
く

波
歌
を

呈
す、

其
外

側
の

後

縁
に

接
し

て

大
な
る

鉛

色
敖
あ
わ

、

前

横
線
は

稍
々

到
然

す
れ

ど
も

之
れ

は

前
縁
に

て

不

明
な

り、

其
内
側
の
一

圓
に

黄
緑
鱗
を
裝
ふ、

中

室

の

末
端
に

弦
月
形
の
一

黒

紋
を

具
へ
、

其

内
側
に

更
に
一

黒

絞
あ

N 工工
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纏
ヒ軋

馬

●

コ ・

、

（142）大正九年五月
禪

十五部

（

論

　
　
諡
）

O
本
邦
産
天

祉

蛾
の

新
種
及
新

屬
に

款
キ・

（

松
村
）

り

て

何
れ

も

後
縁
に

鋼
然
せ

ざ
る

波
状

線
を

後
縁
に

逾
る、

後

横

線
は
一

双

に

し
て

波

歌
を
呈
す
れ

ど
も

勃
然
せ

す、

第
四

室
の

中

央
に

近
く

黒
紋
あ

b
て
、

其

外
側
に

弓
歌
の

階
色

線
を

横
走
し、

之

れ
は

第
四

脈
の

末
端
に

開

口

す、

其
内
側
は

白
色
な

り
、

徇

翅

端
に

近

ぐ
前
繰
よ

b
第
七
脈

の

處
迄

暗
色
の
一

短
線
を
迭
る
、

前

縁
及
び

後
緑
に

判
然
せ

ざ

る

暗
色

紋
を
列
ぬ
、

後
翅
は

暗
色、

後

緑
角
に

黒
色
弓
状

線
あ
り

て
、

其
内

側
に
一

黒
絞
を
具
へ
、

縁
毛

は

爾
翅
共
暗
色
と

臼

色
の

斑
犂．
な

す、

裏
面
は

晤
色、

前
縁
の

外

半
に

黒

絞
を

列
繊
、

後
翅
は

前

翅
よ

り

も
淡
色

、

中
央
に
一

双

の

晤

色
帶

あ
り

て

外
方
の

も
の

は

剣
然

し、

波
躾
を
な

す、

頭
及
び

胸

背
は
ク

ロ

ボ

シ

シ

ヤ

ヂ

ホ

コ

と

稍
々

同

樣、

腹
背
は

暗
褐
に

し
て、

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　

　

第
一

節
に

黒
絞
を
缺
く、

開
張
♂
一

寸
五

分、

此

は

四
月
十
四

日

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　

く

卒
山

修
択

郎
氏
の

東

京
に

て

探

集
せ

る

ウ

ニ

ク

ム

の

標
本
に

し
て

高

椋
悌

吉
氏
の

所
有
に

係
る

も
の

な

り、

爾
之
れ

は
マ

ユ

ミ

シ

ヤ

チ

ホ

コ

d

≒
。

葺

；
亳
罫．

に

も

酷

似
す
れ

ど
も

其
異
な

る

要

點
は

翅
底
に

近
き

後
縁
に

鉛
色
絞
を

有
す
る

こ

と
並
に

稍
々

杢
面

に

渡
り
て

黄
緑
鱗
の

散
在
す
る

に

あ

り、

叉

後
翅
全

部
の

暗
色
な

る

に
よ

b
容
易
に

後
者
と
區
別
す

る

事
を
得
べ

し、

甚
だ

稀
な

る

が

如
し

。

　

分
布
i
東
京
（

駒
揚
） 。

（七 ）魯

O

オ

ホ

ト

ピ

モ

ン

シ

ヤ

チ

ホ

コ

變
種

ぎ
塾
へ職
唇
O
ら

喬

9
冒

σQ°
）

驚
喬

戔
遷
餅

H・

爵
o

綴

踵

“°

君
寄

黛
富

ミ
押

註
昌

呻．
§．°

ラ♀
原
種
と
異
な
る

所
は

左
の

如
し。

（

四

形
憲
か

に

小
に

し

て

開
張
一

寸
四
分、

體
長
五

分
。

前

翅
は

細
く
、

長
さ

幅
の

約
二

倍
孚
あ
り
、

前

縁
の

中

央

に

弓

歌
の

黒
線
あ
b
て

、

之
れ

に

蓬

綴
し
て

前

横
線
を
後〒

縁
に

途
る、

後
横
線
は

蓬
外

縁
に

接
近

し
、

第
四

脈
以
上

に
て

は

判
然
せ

す、

之
れ
は
一

見

異
種
の

觀
あ
れ

ど
も
オ

ホ

ト

ビ

モ

ン

シ

ヤ

チ

ホ

コ

幼
蟲
の

飼

育
中
現
は

れ

來
リ

セ

る

も
の

に

し
て
、

其

食
物
の

缺
乏

の

爲
め

如

斯
く

變
形
せ

し

も
の

な

ら
ん
か
、

此

標

本
は

高
椋
悌
吉
氏
の

厨
有
せ

る

ウ

ニ

ク

ム

の

標
本
な

り。

　
分

布
九
州
（

椥
河
）

。

　
從
夾｝
オ

ホ

ト

ゼ

モ

ン

シ

ヤ

チ

ホ

コ

を

］

）

亳
ヨ
9
島
蓼

国
訂・

　
麗

に

編
入

し
來
う

セ

れ

ど
も
全
く

異
な

り

把

る

新
屬
な

れ

ば
茲
に

其

特

徴
を
記
す
べ

し
。

　
］

）

蔓
営

書
婁

屬
と

異
な

る

所
は

左
の

如
し

。

「

　舎
の

觸
角
は

鋸
齒
扶
を

呈
し、

之
れ

に

刺
毛
を
簇
生
す、

く下
唇
鬚
は
上

向
し、

第
三

節
は

長
く
し
て

其

鱗
毛

は

少

な

し
。

二
、

前
翅
の

第
六

脈
は

中
室
よ
り

出
で、

第
五

脈
は

第
六

脈
よ

　
　

り
も
遙
に

細
し

。

三、

後

翅
の

第
三

脈
は

中
室

角
よ

り

離

れ
て

遙
其
下

方
よ

り

禹

　
　
づ

。

　
　

ラ

泗、

舎
の

尾

端
は

李
詫

く
、

其
兩

側
に

毛
塊
を
簇
生
す。

ノ
N 工工
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隔
「「

、

號 九 十 七 百 三 第 誌 離 學 吻 動（143）

　

　

ラ

　

　
八

ア

タ

ジ

；
ヤ

チ

ホ

コ

詳
ミ

§
・

§・
卸

（

じ・
αq・
）

　

　
（

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
黛

匙
、

魯

目
国

ロ
O

山゚

此

種
は

從
來

u
躇
巨
。

垂
屬
に

隷
せ

し
め

來
b
陀

る

所
、

別
屬

な

れ

ば
爰
に

設
明
す
べ

し、

d
蔓
Bo
巳
即

屬
と

異
な

る

所
は

左
の

如
し

。

　

　
　
　

　

て

舎
觸
角
は

鋸
齒
趺
に

し
て

細
毛
を

簇
生
す。

　

　
　

く

　
二
、

前
翅
の

第
六
脈
は

第
七

脈

と
分

支
し、

短
柄

を
有
す。

　
三曜

後
翅
の

第
三

脈

は

明

瞭
に

中
室
の

後
角
前
よ

り

出
づ
、

　
叉

男
⇔

σQ

き
o

彝

屬

と
異
な

る

所
は

前

翅
の

第
六
阪

は

第
七
陬

と

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　

分
支
す
る

事
、

第
五

脈
と
第
六
脈
と

は

同
經
な

る

こ

と、

小
o

の

尾

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

で

端
の

兩
側
に

毛

塊
を

簇
生
せ

ざ
る

事

等
に

よ

り
て

區

別

し

得
べ

し、

此

屬
の

タ

イ

プ

は

∪

亳
Eo
巳
99

Φ

歹
U
巨
o
ロ

な

り
。

　

　

ラ

　

　

九

　

ア

オ

バ

シ

ヤ

チ

ホ

ユ

ξ
富
笥
甲．
簧

き
唾

含
（

冨

面・
）

静

O
嚇．
ヒ階
費
−

　

　

（

　

　

　

唾

零
a

ご
q

冒．
（

潤
闇

§
ミ

茎
註

霎
§
騨

ぎ
§
ミ

自
レ
日
。・°）

　

此

は
從
來

U
蔓
巨
。

匿
屬
に

置
き

元

る

所、

全

く
異
な

り
泥

る

屬
な

る

を
以
て

爰
に

新
屬
を

設
け
陀

b
、

最
も

近

似

の

屬

は

N
霞

窪
σ・

窪

鯊
oo

客

な

り、

而

し
て

其
異
な

る

重
點

は

左
の

如

し。

　

　

　
　

　
一
、

舎
前

翅
の

外

縁
は…
別

ら
れ

す、

第
五

賑

は

他
版

よ
り

も
細

　

　

　
U

・

　
二
、

後

翅
の

基

部
に

抱

刺
を

缺
き、

第
五

脹

は

他
脈

よ
り

も
細

　

　

　
く、

第
七

脈

と

第
八
賑
の

間

に

横
脈
を

触
く、

　
三

、

中

胸
背
に

直
立
せ

る

毛

塊
を

具
へ

、

第
一

腹
飭
の

背
上
に

　

　

　
は

毛
塊
の

横
隆

あ
り。

　

　
　
（

諭

　
　
説
）

　
O
本’
邦
産
天
瓧
蛾
の「
新
種
及
新

屬
に

就
き

　
（

松
村
）

．

、

（δ ）

ク

ビ

ワ

シ

ャ

チ

ホ

コ

輪
評

自
型

a
（

ロ゚

σq・
）

　
ゆ
孱
国

ド

象
馬

繋

O
鷽
軸

焦

、

算
馬

喬

　
此
種
は
襟

來

呂

す
o

喜
巴
Φ

蕁

閖
d
日
冖・

屬
に

編
入
し
來
り

た

れ

ど
も

崟
く

異
な
う

陀

る

屬
な
れ

ば

爰
に

其
異
な

る

特
徴
を
詮

明
す

べ

し。

　
一
・

斜
觸
角
鋸
齒
趺
に

し
て、

末
端
に

到

る

に

隨
ひ

細
少
し．

　
　

　
く

　
　

　
各
節
に

繋
歌
の

細
毛
を

簇
生

す。

　
二
、

下

唇
鬚
は

前
齋
を
少

し
く

越
へ

、

第
三

笛
は

裸
に

し
て

短

　
　

　
く、

第
二

飾
に

甥
し
て

直
角
を

な

す。

　
三

、

前
翅
は

細
長
に

し
て
、

第
十
脈

と
第
七
脈

と
相
接
し
て

細

　
　

　
形
の

小
室
を

構
成
し、

第
六

脹

は

小
室

の

末
端
前
よ

り

分

　
　

　

支
し
て

翫
づ
、

横
脈
は

太
く、

第
五

脈

の

起
點
の

下

方
に

　
　

　
て

遮
斷
せ

ら
お、

後
翅
の

第
七

脈
は

第
六
脈
の

稍
々

基

部

　
　

　
よ

り

分
支
し
て

出
づ
、

横
脈
は

弓

默
を
な

せ

ど
も

前
後
の

’

　

　

基

點
は

稍
噌

直
線
上
に

あ

り、
（
ジ

偵

霞
o

喜
巴
o

蜀

屬
に

て

は

　
　

　

甚
し
く

斜
傾
す
）

。

　
四

、

後
肢
の

脛

節
に

長
毛

を
簇
生

す、

〈＝ ）

ウ
ス

ア

カ

シ

ヤ

チ

ホ

コ

¢
｝
袋
o

塾

魯

曾

中
）

黠
＆
讐
o

鷲
自

　
屮

津
P

φ

　
此
種
は

曩
に

本

誌
に

於
て

記
職
し

た

れ

ど

も、

其
の

属
を
記
せ

ざ
れ

ば

序
に

其

重
要
點
を
記
す
べ

し、

此

屬
は

U
藁
B
。

影
屬
に

近

似
の

も
の

に

し
て

其

異
な

る

所
は

左
め
如

し。

、

五
，

亀
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●
「

一

144）大正九年五月十五日

二
、

三、
四、

（二 ）
（

論
　

　
論）
　
0
本
邦
産
天

杜
蛾
の

新

種
及

新
屬
に

就

き

　
（

松

村）

下

唇
鬚
は

頗
る

短
く
、

前

頭
に

逹
せ

す、

第
三

節
は

第
二

節
の

毛
間
に

隱
れ

て

見
え

す。

　舎
觸

角
は

長
き

筋

歓
を
な

し、

末
端
の

七

節
は

鋸
齒
状
を

く呈
で
（

末
端
の
一

節
を

除
き
）

。

此
剛」
翅

の
牌

弟
亠

ハ 、
　

第
七、
　

第
八、
　

第
九
及

び

笛…
十
脈議
ほ

第
七

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
｛

賑

よ

り

分
支
し
て

出
で、

第
十
脈
は

第
六

脈
よ
b
遙
か

外

方
に

て

分
支
す、

横
脈
は

中
央
に
て

稍
々

直
角
に

屈
折
し、

第
三

脈

は

遙
後

角
の

下

方
よ
b
出
づ
。

後

翅
の

第
六

及
び

第
七

脈

は

外

縁
に

近
（

分
支
し、

其
柄

は

頗
る

長
し

．

マ

エ

ジ

ロ

シ

ヤ

チ

ホ

コ

襃
ミ
ミ
、

§
ミ
a

夛

筆

亀

O
物

、

魯
　｝
げ

エ

5°

魯 
愛．
「

　
モ
ノ

　

舎
前

翅
は

赤
褐、

前

縁
は

基

都
及
び

外
縁
を

除
き
臼
色
に

し
て
、

　

ぐ
少
し
く
紫
色
を

帶
ぶ、

中
室
の

｝

縱
條、

弓

状
を

な

せ

る

横
脹、

第
一

室
の
一

縱

條
並
に

第
七

脈

の

基

部
よ

り

中
央
迄

縱
走
せ

る
一

條
は

黒
禍、

徇

第
七
室

の

中
央
に

も

晤
褐
の
一

縱
あ

り、

　一

双

の

亜

外

縁
線
は
次
黄
に

し
て

少

し
く

波
状
を

な

し、

外
縁
に

卒

行
す
、

外
縁

線
は

暗
色
に

し
て

次
黄
の

脈
に
て

遮

噺
せ

ら
る、

前
横

線、

　
尸

中
横
線

及
び

後
横
線
は

淡
色
に

し
て

波
状
を

呈
し、

何
れ

も

其
内

側
は

濃
色
線
に

て

堺
せ

ら
る
、

後
縁
に

黒

褐
條
を

縱

走
し、

其

内
側

は

友
白
線
に

て

堺
せ

ら
る

、

總
默
の

縁
毛
は

屠
色
に

し
て
、

次
臼

毛
を
混

す、

後
翅
は

暗
褐、一

外
縁
に

近
く

友

黄
の

太
き
弓

耿
帶
あ

亠

ノ 、

．
り
て

縁
毛
は

友

白、

少

し

く
暗
色
毛

を
混
す

、

裏
面
は

次

褐、

前

翅
中
室
の

外
方

に

赤
褐
部
あ
り
、

後
翅
の

横
脹
紋
は

剣
然
し、

中

央
に

赤
褐
を
な

せ

る

波
歌
の
一

帶
あ

b
て

、

稍
々

點

線
状
を
な

す、

體
及

び

觸
角
は

赤
福、

翅
底

鱗
及
び

尾
端
に

次
自
毛
を

混
す

、

開

　
　

ノ

張
舎
一

寸
七

分、

余
は
二

頭
の

標
本

を
所
有
す、

弼
れ

も

雫
山
修

　

く
次

郎
氏
の

日

光
（

六

月
下

旬冖

及
び

秩
父
（

七

月
下

旬
）

に
て

採
集
せ

る

も
の

な

る

が
、

其

内
の
一

頭

は

高
椋
悌
吉
氏
の

好

意
に

よ
わ
て

寄
途
を

受
け
だ
り

、

高

椋
氏
は

徇
一

頭
の

標
本
を

厨
有
せ

る

を
以

て

余
の

知
れ

る

範
園
で

は

本
邦
に
三

頭
の

躱
集
せ

ら
れ

陀

る

縹
本

み
る
が

如
し

、

定
め

て

珍

種
な

る

べ

し。
，

　
分

布
ー

月

光、

秩
火

。

　
ソ
『噛
コ
刷

o

象
ゴ

夢

屬
の

特

徴
ー

最
も

冒

90
幽

c
＝

9

に

近

似
せ

る

が

其

異
な

る

所
は

左
の

如
し。

　
一
、

下

唇
鬚
は

水

準
に

し
て

細
長
く、

第
三

節
は

裸
瀧

し
て

朋

　

　
　
に

前
頭

を

越

ゆ。

　
二
、

前
翅
の

第
六

脈
は

第
七

脈

の

基

蔀
よ
ウ

分
支

し、

第
十
脈

　

　
　
は
第
七
阪

と

相
接
し
て

小
室

を
構
成

し、

其

尖
端
よ

り

第

　

　
　
八

賑

を

分

支
せ

し
む、

第
三

版

は

中
室

の

後

角
を
離
れ

て

　

　
　

遙
下
方
よ

り

出
で

、

第
四

賑

と

第
二

脈

と
の

距
離
は
1
乏

　

　
　
3
の

割
合
な

り、

後
縁
の

中
央
に

あ
る

總
默
の

突
起
は

稍

　

　
　
々

孕
卵
形

を
な

す
．

　
三
、

後
翅
の

第
三

脈
は
中
室
の

後
埆
を

離
れ

て

下

方
よ
b
分

支

　

　

づ
。
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邑

號 九
一
ヒ七 百 三 第 誌 雜 學 物 動（i45）

◎

マ

戸

モ

ン

シ

ヤ

チ

ホ

コ

翼
毳
o
匐

§
風
自

（

F
σq°）
り．
o・

　
縞

＝

富
亀
自

讐
簡

ヒ’
。97

　
前

翅
は

次
色、

翅
底
に

近
く

園
形

の

大

黒
絞
あ
り

て
、

其
内
外

兩

側
に

弓

歌
の

黒

帶
を

具
へ

、

之
れ

と
黒
紋
と
の

問
室
は

次
黄
な

b
、

中
室
及
び

前

縁
は

茨
臼、

後
横
線
は

暗
色、

小

か

き
波
朕

を

呈
し、

其

外
側
は

次
色
の

同

樣
線
に
て

縁
取
ら
れ、

後
翅
の

中

横

線
に

蓮

續
す、

前
縁
に

は

其
内
側
に

當
り
一

暗
色
紋
を
具
へ
、

外

縁
に

近
き

前

縁
に

は

次
自
と
暗
色
の

斑
あ

b、

亜

外
縁
線

は

太
ー

し
て

稍
點
絞

條
を

呈
す
れ

ど
も、

餘
り

判
然
せ

す、

外

縁
線
は

暗

色、

賑

に

て

遮
斷
せ

ら
る
、

後
翅
の

前
牛
は

灰
臼、

後
牛
ば

暗
色、

暗
色
の

三

帶
あ

り
て
、

最
も

外
側
に

あ
る

も

の

は

太
く、

何
れ

も

前
孚
に

て

例
然

す、

縁
毛
は

茯

臼、

前

翅
に

て

は

少

し
く
暗
色
を

帶
ぷ、

裏
面
は

衣
色、

前
翅
の

基

牛
は

暗
色、

前
翅
に

は
二

條、

後
翅
に

は
三

條
の

暗
色
帶
あ

り
て
、

後
翅
の

最
も

外

側
に

あ

る

も

の

は

餘
り

剣
然
せ

す、

頭
胸
は

前

翅
と

稍
々

同

色、

腹
部
は

友
黄

　
　

　

　
　

　
　

ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

基
部
は
黄
褐、

開

張
♂
一

寸
五

分

♀
一

寸
七

分、

此

は

2
。
酔

。
伽
。

β

疹

　
　

　

　
　

　
　

く
　

　
　
　
　
　

　
　
　

く

O
じ

霧
身
鋤
ご

QQ
円

o

奔

に

近

似
の

種

類
に

し
て

署
者
は

李
山

修
次

郎

氏
の

秩
火
（

八

月
三

十

日
）

高
椋
悌
吉
氏
の

碓
井
峠
（

八

月
二

十
七

日
）

に

て

杉
谷
岩

彦
氏
の

熊
ケ

卒
（

七

月
二

十
三

日
）

に
て

採

集
せ

　
　

　

ラ
　

　

　

る

三

頭

鰓

碑
の

標
本

を

所

享、
稀
な

、

が

如

」

　

分
布
〜

秩
父、

碓

井
峠、

熊
ケ

不
冂

　　（西 ）
釜
　 　 タ

　 　 マ

　 　 コ
“

シ

ヤ

チ

ホ

コ

謡
h
戞
⇔

O
馬
O
髦
馬

魯

O吻．
壽
、

議
｝ 
ロc

同｝・

0
本

邦
産
天

馘
蛾
の

類

種
及

新
屬
に

款
き

　
（

松
村
）

、

　
旬
前
種
に

稍
々

近
き

種
類
に

し
て、

前
翅
は

階
次
色、

絞
條
は

黒

何
マ

翅
底
に

稍
々

卵
形
の

灰
黄
絞
あ
り
て
、

其
周
團
は
黒
色、

前

横
線
は
小
か

き
波

状
を
呈
し

、

第
一

室

の

處
に

て

く

字
形

を
な

し
て

内

方
に

屈
折
し、

其
内
側

は

黄
色、

機
脈

は

黒
色、

之

れ

よ

り

後
縁
に

判
然
せ

ざ

る

晤
色
の

中

横
線
を
途
る、

後

横
線
は

波
獣

を

呈
し、

後
縁
に

て

封
然
し、

其

外
側
は

淡
色
の

同
樣

線
に
て

縁

取
ら
る
、

後
縁
の

總
毛

は

褐
灰
な

う、

後

翅
は」
灰
色、

中
央
に

勃

然
せ

ざ
る

暗
色
の
一

帶

あ
ら、

裏
面
は

友

色、

頭
胸
は

暗

褐、

前

胸
は

次
色・

腹
背
は

茯

黄、

基

部
の

毛

塊
は

黒
色、

開
張
一

寸
三

，

分
之

れ

は

本

年
八

月
三

＋
日

罕
山

修
次

郎
氏
の

秩
父

に

て

綵
集
せ

る

ウ

ニ

ク

ら

の

標
本
な

b
、

ソ、
「

舘
。

ロ

○

暮
尸

屬
の

冒
暮
茎
G
苣

蜜
Oo

国．

と
異
な

る

所
は

左
の

如
し

。

　
一
、

觸
角
斜
鋸
齒
賦
を

呈
し、

齒
は

末

端
に

到
る

に

從
ひ
次

第

　
　

　

　
　
ぐ

　
　

　

に

細
小

し、

各
飭
に

筆
状
毛

を
簇

生
す。

　
二
、

複
眼
に

毛
を
缺
く

。

　

三、

前
翅
の

横
賑
は

不
完
全

に

し
て
、

唯
だ
前
横
脈
の

み

劉
然

　
　

　

し、

弓

状
を
な

す、

前
翅
の

後
縁
に

あ
る

總
状
の

突
起
は

　
　

　

牛
楕
圓
形
を

呈
し

大

な
り、

後
翅
の

横
脈
上

起

横
脈
絞

　
　

　

2
。

罠
。

暴
屬
に
て

は

何
れ
も

横
脈

絞
を
有
す
）

を

缺
く

。

　

此
屬
を
代
表
す
る
タ

イ

プ

は
川

リ

モ

ン

シ

ヤ

チ

ホ

コ

　
（

彡
客
。，

自
o

暮
9

言
o
昌

雲
鶏
雷

O
胃
国・

）

な

り
、

隨
て

此
屬
に

隷
せ

し
む
べ

き

も

の

は

左
の

十
種
な

り。

　
一
、

ル

リ
モ

ン

シ

ヤ

チ

ホ

コ

客
窃
。

臼
。

碁’
＝
μ

。

ま

篝
疑
ぱ

○

昌
国・．

　

二
、

セ

ア

カ

シ

ヤ

チ

ホ

コ

　

ご

　
っ
び
 

巳
三
冑

；
・
。
国・

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
七
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（146）大正九年五月十H
’

五

矧

三・

　

四、

タ

マ

コ

シ

ヤ

チ

ホ

コ

　

五
、

ナ

カ

キ

シ

ヤ

チ

ホ

コ

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
ヨ

　
亠

ハ、
　
ハ

ネ

ナ

ガ

シ

ヤ

チ

ホ

コ

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
｝層

　

七
、

ア

カ

ネ

シ

ヤ

チ

ホ

コ

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
層
M

　

八、

ニ

ト

ベ

シ

ヤ

チ

ホ

コ

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
い−

　

九、

イ
シ

グ

シ

ヤ

チ

ホ

コ

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
U”

輔

○、

ネ

キ

シ

ヤ

チ

ホ

コ

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
鴇一

　
徇
本

邦
に

産
す
る

宮

§
量
夛

あ
る

の

み
。

（

着

　
　
設
）

　
Q
本
邦
産
天

冠

餓
の

薪

種
及

新
屬
に

毬
き

　
（

栓←
村
）

マ

翅

モ

ン

シ

ヤ

チ

ホ

コ

冒
o
 

o
臼

9
碁
窪

「

o

罫
謬
釦

暮
帥

寓
画
巨
山゜

｝ 

O
＜

暫
←

窪

寓
b
弓
oQ．

σこ

侭
髯

三
窪

巳
q
日’
7

H
ロ
GO

同

皀
H
宀
b
窰
ト

ド

H

畧
宥
詳

δ

〜
ぐ ．
H

巨
国

竃゚

匙一
〇
H冒
窪

砿
目

O｝
广

跡
げ

建
8

崗
｝
円
m°

喰
月

紹
甬Q
 

風

oe
目
O
目

屬
の

種
類
は

僅
に

左
の

三

種

　
一
、

フ

タ

ヲ

ビ

シ

ヤ

チ

ホ

コ

ぎ
8

診
葺
・

ま
喝
｝

三
・゚

霽・「

　

二
、

タ

テ
ス

ヂ

シ

ヤ

チ

ホ

コ

　

ご

　

　

国

O
σ

げ
こ。

o
げ

出

象

ぐ
看
H
い

冒
ン宀◆

　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
O
け

敬
Od

目
缶゜

　

三、

ト

ビ

ス

ヂ
シ

ヤ

チ

ホ

コ

　
ご

　
菩
塁
討

雰
爵
驛

　

附
言ー

グ

リ

ン

ベ

川

グ

氏
は

此

最
後
の

も
の

を
　

国

碧
。
飾

2】
霊

一旨
島
c
『

。

三
曇
こ
ぎ
已
呵・’

の

變
種
と
な

せ

ど
も

全
く

誤
れ

り
。

　

　

　

　

　
一
五

　

タ

ク
ス

ヂ

シ

ヤ

チ

ホ

コ

側

變

種

鼈
ざ
、

O
勘
O
窰
軸

魯

り・
O
、

｝
−

　

　

く

　

　

さ
ミ
』、
、

幅

乏
旨
彰冖¶

9°
 呷
噛．
ミ

雪

蕘
o
 

ミ
軌

富
6』

畧

竃
艶】6
の

謹
讐

　

ラ

　

捨
原
種

と
異
な

る

所
は

前

翅
は
一

層
次
色
を

帶
ぴ、

翅
底、

後

縁
及
び

翅
端
の

赤
褐
紋

孝
は

黄

褐
紋
を
缺
き、

赤
褐
の

亞

外
縁

線
は

挈、
後

靉
の

翁
（

前
後
の

鋸
）

の

衾
色
な

う、

之

れ

は

本
年
七
月
二

十
三

日

樺
太
大

泊
に
て
一

色
周
知
氏
の

探

集
せ

る

も
の

な

り
。

八

　
　

分

布
−

樺
太
（

大

泊
）

、

　
　
　

ラ
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　ロ

　
　
　
一
六

　
ネ

ス

ヂ
シ

ヤ

チ

ホ

コ

　
』

ぎ
鋤

毳
銭
O
ヤ

ミ
魯

（

F
σな゚

）

“

自

竃
象
・

　
　
　

（

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
謡
亀

費

ノ

＜一
P
匡

蜜‘

　
　

此

種
は

從
來

賭

雲
・

恥

。
N

夛

屬
に

編
入

し
來
わ
陀
る

所
、

別
屬

　

と
す
る

の

特
徴
あ

る

を
以
て

爰
に

記
載
す
ぺ

し
、

彡
08

動
o
口

蜜

屬

｝

　
　
　
　
　
　
　
犠

　

と

異
な

る

所
は

左
の

如
し。

〜
　
　
一

、

鵤
角
の

基
孚
は

櫛
齒
歌
を

呈
す
れ

ど
も、

末
端
の

牛
部
は

　
　
　

　

鋸
齒
欺

を
呈
す

（

宮
。

甓
。

垂
屬
に

て

は

約

末
端
の

四
分

　
　
　

　
の
→

の

み

鋸
齒

状
を

呈
す
）

。

　
　
二
、

前
翅
後

縁
の

中

央
に

あ
る

總
歌
の

突
起
は

大

に

し
て

稍
々

　
　
　

　

牛
楕
圓
形

を
呈

す
（

オ

9
且
9一
蜜

に

て

は

稍
々

三

角

形
を

　
　
　

　

呈
す
）

。

　
　
三
、

後
翅
に

横
脈
絞
を

缺
く。

　
　

筒

冨（

き
臼
o
ド

言
匿

屬
と

異
な

る

重
點

は

觸

角
の

櫛
齒

状
を

呈
す

　
る

に

あ
り。

　
　

ラ

　
　

包

ウ

ス

グ

ニ
ヤ

チ

ホ

コ

曇
誉

§・
、

§
§

（

虞
）

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
丶
富

魯・
OQ

碕

髯
艶
日
ω゜

　
此

種
は

曩
に

本
誌
に

於
て

新
種

と
し
て

發
表
せ

る

も

の
な

る

が

其
當
時
新
屬
を
記

載
せ

ざ

れ
ば

今
爰
に

記
載

す
べ

し
。

　
此

は

オ
つ

8
ユ

つ
ゴ

言

屬
に

類

似
す
れ

ど
轟

其
の

異
な

る

所
は
左

の

如
し。

ラ♂
下

唇

鬚
に

は

長
毛
を

簇
生
し、

（

！

前

頭
の

毛
塊
に

逹
す、

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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蜷
三

箭へ
は

第
二
焼

即

の，
毛
塊
に

包
ま
れ
て

判

然
せ

す
。

翻
二
、

複
眼
に

毛
を
有
せ

す。

瞬
三
、

觸
角
は

鋸
齒

欺
に

し

て

刺
毛
を

簇
生
し、

兩
端
の

鋸
癖
の

　

　

　
高
さ

に

は

餘
り

大

差
な

し
。

　

四
、

薊
翅
は

廣
く

し
て

、

第
六

脈
は

中
室
よ

り

出
で
、

第
五

脈

　

　

　
は

明
瞭
に

第
四
脈

よ

り

も

第
六

脈
に

近
し

。

　

五、

後
翅
も
亦

廣
く、

外

縁
は

圓
じ、

前
縁
及
び

横
脈
上
に

斑

　

　

　 ．
絞
を
缺
ζ

。

　
　
　

　

°

　

其
翅
脈
及
び

觸
角
の

點

よ
わ

見
れ
ば

2
攫
髫
o

塁

髯
臣

磊゚

に

も

類
…

似
せ
・
9、

然

れ

ど
も
其

異
な
る

重
點
は

下

唇
鬚
の

第
三
辨

即

は

短

く

し
て

第
二

節
の

毛
塊
に

隱
れ
て

剣

然
せ

ざ
る

こ

と、

後
翅
の

第

六

及
び

第
七

版
は

分
支
し
て
、

長
柄

を
具
へ

、

尾
端
ほ

細
く、

爾

側
に

毛
魏
を

缺
く

等
に

よ

り

て

容

易
に

庵

別
し
得
べ

し
。

　

　
　

　

　一
八

　
タ

カ

ム

ク

シ

ヤ

チ

ホ

コ

§
押

魯
亀
03

瞭

費

（

【

ド
oq・
）

軸

a
卸（
員

，

　

　
（

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
噛

＝

ミ
卸
飼

胤

目
　
叨

ら゜

　

斜
前

翅
は
暗
友
色ハ

前

横
線
及
び

後
横
線
は

晤
色
に

し
て

波

状

　
く

を
な

し、

何

れ
も
一

双

よ
り

成
れ

ど
も

内
側
に

あ
る

も

の

は

判
然

せ

す
、

外

側
の

も

の

は

後
縁

に

て

顯

箸
な

り、

横
脈

絞
は

黒
色
に

し
て

判
然

す、

後
横
線
の

外
方
一

圓
は

次
色
に

て
、

前

縁
に

一

自［

絞
あ

b、

第
四
乃

至

第
七
室

に

は

黒
色
の
一

縱
條
を
具
へ

、

第
七

室
に

あ
る

も
の

は

雫
顯

萎
b、

箜
乃

至

第
三

警
は

黒
點

を

裝
ひ、

翅

端
に

近
き

前
縁
に

灰
臼
の

小
點
を
連

ね、

外

縁
線
は

少

し
く

濃
色、

後

縁
の

總
状
毛
は

黒
色、

後

翅
は

友
色、

外

縁
線

（
諭

　

　
脱
）

○
本
邦
産
天
瓧

蛾
の

新
種
及

薪

屬
に

競

き

　（
松

村
）

●

は

分
し
く

書・
縁
毛
は
前
翅
と
共
に

蓋、

蕎
は

奮
、

前

翅
の

前

縁
に

曙
色
の
一

紋
を
具
へ

、

其

外
側
に

戎
自
絞
を

裝
へ
、

後
翅
の

中
央
に

弓
趺
の
一

暗
色
鷲
あ
b、

頭
及
び

胸
背
は

暗
友
色、

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

頭
に

臼
鱗
多
し

、

腹

部
は

灰

色、

開
張

♂
一

寸
五

分、

之
れ
は

信

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

く

州
土

高
地
に

て

高
椋
悌
吉
氏
の

綵

集
せ

る

ウ

ニ

ク

ム

の

標

本

な

り。
　

分

布
−

信
州
（

上

高
地
）

。

　

此

屬
は

鬯

覧
β
08

曾
昌

霽

竃
レ

匿・

に

近

似
の

も

の

な
れ

ど
も
其

異
な
る

所
は

左
の

如
し、

　
一

・

働
下
唇

鬚
は

前
頭
に

逹
し

第
三

節
は

亦

な

れ

ど
も

勃

然
し

　

　

　

咏
瞭
に

斜
に

下

方
を

向
く
．

　

二
、

觸
角
は

鋸

齒
歌
に

し
て

末
端
に

到
る

に

隨
ひ

細
小

す
。

　

三、

前
翅
の

第
六

脈
は

第
七

脈
キ

分
支
し、

長
柄
を
有
す、

後

　

　

　

縁
の

總
状
毛

は

小

に

し
て

稍
々

三

角
形

を

呈
し、

後
翅
の

　

　

　

第
三

脈
は

中
室
の

後
角
よ

り

出
づ

。

（九 ）

ウ

ス

ス

ヂ

シ

ヤ

チ

ホ

コ

宅
俛

o
鷲
き
邑

o
自。．
旨

（

F
σ Q°）

誉
器
酬

岱
隔

自

自
oO

ぎ

之
れ

は

從
來

同、
｝・
。

。

掛

踏
切゚

屬
に

隷
せ

し

め
來
b
た

れ

ど
も

別

屬
な

る

を
以
て

爰
に

其
異
な

る

重
點

を
読

明
す
ぺ

し。

二、

ラ舎
觸

角
は

櫛
歯

状
に

し
て、

末

端
の

三

分
の
一

は

糸
歌
を

く呈
し、

末
端
に

到
る

に

隨
ひ
次

第
に

尖
小

す。

前
翅
の

第
六
脈

は

第
七

脈

よ
り

分
支
し
て

出
で

長
柄
を

有

し、

（

H，
ζ
。
祕

梦

屬
に

て

は

第
六

脈
は

中
室

若
く

は

中

室
の

九

N 工工
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O

（h8 ｝大正九年五月十五日

（

諭
　

　

訛
）

　

O
本
邦
産
天

瓧

蛾
の

薪
種
及

薪
屬
に

就
き

　
（

松

村
）

　

　
　

前

角
よ
b
出
づ
） 、

第
五

脈

は

中

室
の

前

角
に

近
ぐ

出
で

、

　

　
　

第
十
涙

は

第
七

賑

よ

り

も

少

し
く

後
方

よ

り

分
支
し
て

出

　

　
　
づ
、

後

翅
は

廣
く
外

縁
及

び

前
緑
角
は

廣
く

圓
し．

　
三、

第
一

腹

節
に

剛
毛
塊
を
簇
生

す
。

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
リド

　
但

し
H、
ぎ
○

診

屬
に

あ

う
て

は

舎
觸
角
は

末
端
迄
櫛
齒
状

を
呈

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
ぐ

し
、

第
一

腹

節
に

は

剛

毛
塊
を
有

せ

す
。

　
　

司

ナ

カ

事
シ

ヤ

チ

ホ

コ

ぎ
陶

奉

騫

§
ミ

ヨ
帽

ぎ
゜
軌

゜

　
　

く
ー

　
　
　
　
　

轟

喬
、

。

晶

一
ピ

・，

や

　
　
 

　

舎
前
翅
は

暗
友
色、

前

横
線
及
び

後

横
線
は

濃
色
に

し

て

波
歌

　

く
を

呈
し、

後
者
は

第
三

乃
至

第
七

脈

の

處
に
て

犬

牙
状
に

突
出
す

れ

ど
も、

何
れ

も

餘
り

到
然
せ

す、

中

室
點
及
び

横
賑

紋
は

黒
色

に

し
て

到
然
す、

前

縁
に

後
横
線
の

外
側
に

當
り
一

次
臼

絞
を
具

へ

、

簍

藤
の

分
支
點
の

下

方

三
黒
紋
を

萎
・

外
縁
線
は

濃

…

色
に

し
て

版

の

處
に

て

遮
斷
せ

ら
・
・

後

翅
は

次
色・

中
央

に

＝

淡
色

帶
あ
わ、

縁
毛
は

前
翅
と

共
に

地
色
な

り・

裏
面
は

後

翅
と

｝

同
色、

前

翅
の

中
央
に

暗
色
の
一

帶
あ
り

て

到
然

す、

後
翅
は

少

し
く

淡
色、

觸
角
の

末
端
の

三

分
の
一

は

鋸
齒
状

を
呈
し、

頭
、

胸
は

前
翅
と
同
色、

腹
部
は

後

翅
と

同
色
な

b、

開
張

旬
一

寸
六

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

ぐ

分、

此

は

臺
灣
に

て

高

椋
悌
吉

氏
の

採

集
せ

る

ウ

ニ

ク

ム

の

標
本

な

る

が
、

其

詳

細
の

産
地
は

判
然
せ

す、

定
め

て

埔
里
瓧
な

ら
ん

と
云

ふ
。

分

布
−

薹
灣

。

　
　
　
’

●

丶

　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　一
〇

　

　

勃

モ

ン

キ

シ

。

シ

ヤ

チ

妻
き

詈
ミ
゜

ミ
言

ミ

ミ
゜
°

　

　
（

　

　
　
　
　

　
　
　
　

『
」

轟

頓
〔

三

；、
『°
嘆
ミ
嚇・°
、

鳥

壽
（

匿
＝
螽
　｝．
哺

昏
雪

　

原
種

と
異
な

る

所
は

前

翅
の

黄
色

部
に

黒

鱗
を
散
在
し、

第
一

室
の

外

縁
に

は

黄
絞
の

代
り

に

黒
絞
を
具
へ

、

第
二

室
に

は

黒

絞

を

缺
く、

之
れ

は

札
幌
手

稻
山
に
て

一

色

周
知
氏
採

集
せ

る

ウ

ニ

ク

ム

の

珍

種
な

り、

此

原
種
は
日

光

地

方
に

稀
な

ら

す。

　
分

布
−

札
幌
（

手

稻

山
）

。

倒

シ

ロ

ヅ

エ

グ

リ

シ

ヤ

チ

ホ

コ

幣
階

蕊
§
胤
恥

讐
ミ

魯

（

耳
σQ
し

　
、

霜
職
画

偽
、

喬
軌

○
切
目

瞑゚

　

此

種
は

從
來

H・
。

喜
⊃

冥
。一

穣
コD

巨
岳・

屬
に

編
入

し
來

り
た

れ

ど
も

、

新
屬
と

す
べ

き
も
の

な

る

を
以
て

其

異
な

る

特
徴

を
記
載

す
べ

し
。

　

　
　

ラ

　
一
、

舎
觸
角
は

櫛
齒
歌
を

呈
し、

末
端
の

六
、

七

節
の

み

鋸
齒

　

　
　

く

　

　
　
欺
を
呈
す。

　
二
、

複
眼
に

毛
を

有
せ

す
。

　
三、

前

翅
の

外
縁
は

次
第
に

丸
昧

を
帶
び

、

第
四

脹

の

處
に
て

　

　
　
突

出
せ

す
（

b
。

茖
。

冨
風

屬
に
て

は

翹
端
よ

り

第
五

版

　

　
　

ま
で

は

端
直
之
よ

り

次

第
に

傾

斟
し
て

後
縁
に

至

る
） 、

外

　

　
　

縁
の

縁
毛
は

豺
ら
れ

す
。

從
て

脈
の

末
端
は

突
出
せ

す
、

　

　

後

縁
に

於

け
る

總
状
突
起
の

外

側
は

刳
ら

れ

す、

四、

後
翅
の

縁
毛
は

豺
ら
れ
す

、

第
六

及
び

第
七

脈
は

長

柄
を

　

　

裝
ふ

、

又

○
島

9、
8
。，

β
同

円

贓・

屬
と

異
な

る

所
は

下

僖
鬚
は

屮

N 工工
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　佳
長
く

發
達
し

て

頭
頂
を

越
へ

、

外

縁
毛
は

刳
ら

れ

す。

ハ

ガ

タ

ェ

グ

リ

シ

ヤ

チ

ホ

コ

’

ロ

吻
を
具
へ

、

前
後
翅
の

§
高

ミ》
坤
憶
ミ

龕
（

ご’
σ費噛
）

、

◎

ζ

智
ミ
縞

鶚

曷

○
団
日

瓢゚

此

種
も

亦
從
來

「

皀
ξ

9、
・

屬
に

隷
せ

し
め

し
所

、

別

屬

に

係
る

も
の

な

れ

ば

其

異
な

る

所

を
記
す
べ

し
。

　
一
、

旬
觸

角
は

櫛
齒

状
を

呈
し、

末
端
の

六

節
の

み

鋸
齒
欺

を

　
　

副
す、

動
の

觸
角
は

鋸
齒

妖
を
呈
し、

各
齒
の

末
端
は

尖

　
　

　
　

　

（

　
　

　
る

9

　
二
、

複
眼
に

明
瞭
な

る

長
毛

を
裝
ふ
。

　
三、

前
羯
の

第
六
脈

は

中
室

よ

り

出
づ

、

後

縁
の

總

駄
突
起
は

　
　

　
小
に

し

て

遙
か

内
方
に

位
し、

其
處
に

前
横
線
を
開
口

す、

　
　

　
後

翅
の

第
六

及
び

第
七

翅
は

長
柄

を
有

す、

前
後

翅
共

外

　
　

　
縁
毛
は

蒭
ら
れ

す、

外
縁
は

低
ぐ

弓
默
扛

突
出
す

。

　
　
　

ラ

　
四、

舎
腹
端
の

兩

側
に

毛
塊

を
有
せ

す、

　
　
　

（
　
　
　
　
　
　
　

　　
h

副
rk

ハ

ガ

タ

エ

グ

リ

シ

ヤ

チ

ホ

コ

噌

隷
煢
气

ξ

 

＝・
掌
駕

へ

＝
制
，

　
；贈
縞

緊

さ
趣

臨

畑．
簫

工−
「

Ω

F

　
此
種

も
亦

目

う

嘗
毛
号

亳
x

屬
に

編
入

し
來
う

だ

る

も

の

な

る

．

が
、

新

屬
な

れ

は

其
異
な

る

所

を
記
す
べ

し
。

一
・

創
觸

角
は

櫛
齒
駄
を

呈
し、

末
端
孚

部
の

櫛
歯
は

短

ぞ、

　
　

　
黴
皐
の

櫛
齒
は

長
く

し
て

其

宋
端
は

細
小

す。

　
　

　
（

論

　

　
説
）

　
○

本

邦
産
天

豼
蟻
の

薪
種
及

新

屬
に

就
キ、

（

松
村
）

二
、三、四、

複
眼
は

裸
な

り、

前
翅
は

細
く、

第
六

脈

は

中
室
の

前
角
よ
b
出
で
、
、

算
五

脈
は
中
央
脈

の

中

央
よ
り

少
し

く
下

方
よ

b
禺
づ
、

第
十
r

脈
は

第
十
一

脈

と

前

角
と
の

中

央
に

位
し

、

第
七

脈
は

前

縁
に

開
口

す、

後
縁
に
あ

る

總

状

突
起

は

大
に

し
て

、

前

横
線
と
後

横
線
の

中

間
に

あ
り、

後
翅
の

第
六
及
び

第
七

脈
は

長
柄
を

具
へ
、

兩
翅
共
横
線

絞
を

裝
ひ、

後
翅
の

内

角
に

斑

絞
を
缺
く

。

中
胸

背
に

鴛

状
の

突
起
を

缺
き
、

腹
端
の

兩
側
に

毛

塊
な

し
。

　

　
諭

ク

シ

・

ゲ
シ

ヤ

チ

ホ

コ

廟
し

ミ
。

茎
ミ
。

ミ
毳

？
 ・）

　

　
（

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

嵩
O
｝
軌

璽
へ

3
一
「

oO
喝噂

此

種
は

從
來

一、

量・
ぎ
話

言
吾
・

影

と
鑑
定
せ

ら
れ
あ

り、

た
れ

ど
も

別
種
に

し
て

更
に

別

屬
に

係
る

も
の

な
る

を
以
て

爰
に

読
明

す
べ

し
。

　
前

翅
は

淡
黄
褐、

前

横
線
及
び

後

横
線
は

濃
色
に

し
て

波
獣
を

呈
し、

前
横
線
に
て

は

其

内
側、

後
横
線
に

て

は

其
外
側
に
て

淡

色、

前
横
線
は

弓

默
を
呈
し、

後
横

線
は

前
縁
よ

り

第
三

脈

の

處

迄
弓

駄
に

曲
が

b、

夫
れ

よ
り

端
直
と
な

り
て

後
縁
に

斜
走
て、

横
脈

上

に

弦
月

形
の

淡
色
紋
あ
り
、

縁
毛

は

長
く、

縱
脈
は

黒

鱗

を
有

す
る

を
以
て

到
然
せ

り
、

後
翅
は

孚
透
明、

前
翅
よ

う
も

淡

色、

中
央
に

暗
色
の

一

帶
め

り、

頭

及
び

胸
部
は

前
翅
と

同
色惰

觸

角
は

次

臼、

朋

状
枝
は

黒

色、

腹
部
は

黄
褐
に

し
て

美
麗
な

ゆ、

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

ニ

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
ノ

’

　 　 　 　 　 　 　 　 t
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（

論

　

　
醗
）

　
O
本
弗
産
天

概

蛾
の

新
鍾

及

新

屬
に

就
音

　
（

松
村
）

之

れ

は

吉

身
に

て

野
年

安
藝
雄
氏
の

初
め

て

探
集
せ

る

も
の

な

る

が
、

養
缶
修

次
郎
氏
は

昨
年
＋
二

月
二

＋
八
日

東
京
に

て

捕

髏
し、

高
椋
悌
吉

氏
は

＋
二

月
三

景
都
に

て

探
集
せ

り・

未
だ

偉
の

捕
獲
せ

ら
れ

陀

る

を
聞
か

歩、

　

分

布
！

吏
京、

京
都

。

霆
。

茖
。

達
。

・・

屬
の

篷
。

詈
・

二
鞋
・’

と
異
な

る

所
は

左

の

如

し
。

　

　
　
）

　
一
−

恰
觸
角
は

長
き

羽

默
枝
を

具
へ
、

各
枝
の

兩
側
に

は

長

細

毛

を
列
ら
霞
、

終
り

の

九

飾
に

あ

る

筋

默
枝
は

何
れ

も

末

端
旗
逹
す
る

を

以
て、

悟
も
戳
斷
せ

ら
れ

セ

る

の

觀
を

呈

す

俾
に
て

は

糸
袱
を

呈
し

細
毛
を
装
ふ

。

二
、

下

唇
鬚
は

頭
の

長
毛
に

蔽
は

れ
て

見
へ

ざ
れ

ど

も．

末
端

　
　
は

稍
々

裸
に

し
て

棍
棒
歌
に

膨
大

し、

箜

笈
び

第
三

節

　
　
に

は

長
毛

を
裝
ふ
。

　
　
　
　

　
　
　
　

ラ

三
、

前

翅
は

第
九
脈
Ψ

を
缺
ぎ、

第
六
綟

は

第
七

脈
よ
り

分

支

　
　
す

。

　
　
　

ー

四
、

前
脛

節
に

葉
欺
の

附

屬
物
を
缺
く

。

此

屬
の

タ

イ

プ

は

次
ぎ
の

弓・

甘
N8

霧
冨

言
d

塞．

な

り
。

　
　

　

　
　
三ハ

　
エ

ゾ

ク

シ

ヒ

ゲ
シ

ヤ

チ

ホ

コ

　
h
戒

籍
o
 
塾
o
『
o
馬

亀
愚
腹

　
　
（

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
ゆ

　

　

 
魅

轟．
θ
怪

＝
幅馳
駒

じ・
ロ

℃°

　
之

れ

は
一

見
桔
葉
蛾

科
の

ヲ

ゼ

カ

レ

ハ

に

酷

似
せ

る

の

種
類
な

リ

ブ総
前
翅
は

黄
褐、

前

横
線

及
び

後

横
線
は

自
色、

前
者
は

到
然

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
一
二

し、

中
室
の

處
に

て

少
し
く

外
方
に

弓
曲
す

れ

ど
も、

後
渚
は

端

直
に

し
て

前
者
に

雫
行
し

て

斜
走
す

、

後

横
線
の

外
方
は

他
よ
参

も
少

し

く

濃
色
な

わ、

後

翅
ほ

前
翅
よ

り

も

淡
色、

牛
透
明、

中

央
に

白
色
の

飼
然
せ

ざ
る
一

帶
あ
b
て
、

繰

毛
は

兩
翅
興、

地

色

な

り、

觸
角
は

黒
色
に

し
て

友

自
鱗
を
装
ひ、

勿

状
枝
は

淡
黄
褐

に

し
て

叢

部
の

毛

塊
は

黄
白
な

り
、

頭
胸
は

前
翅
と
略
同
様
な

れ

ど
も、

少
し

く

淡
色
に

し
て
、

前
翅
は

細
長

、

觸
角
は

糸
歌
を
呈

し、

各

節
の

接
合

部
は

黒
色
な

り
、

開
張

卸
寸

芬・
鋤
一

寸

四

分、

著
者
は

＋
刀
上

旬
定

山

溪
に
て
、

《
頭
の

雌
と
三

躑
の

雄

を
捕
獲
せ

り、

稀
な

り。

分

布
ー

札
幌

。

　

　

ラ

　

　

髭

ク

ロ

シ

タ

シ

ヤ

チ

奮

陶

§
忌
ミ

§
（一・

巴

き
−

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
嚇
＝

a
、

亀

認
q
日
U°

此

種
は

從
※
H

、

ぎ

ξ
ぴ

屬
に

編
入

し
來
り
陀

陀

ど
も
別

屬
な

れ

ば

爰
に

其

異
な

る

要
點
を
記
す
ぺ

し．

　
一

、

觸
角
は

低
き

櫛
齒
默
を

呈
し、

各
齒
の

末
端
は

細
小

し、

　

　
　
之
れ

に

筆
歌
の

細
毛

を
簇
生
才
、

但
し

宋
端
の

約

三

分
の

　

　
　
一

は

稍
々

糸
歌
に

近
し。

　
二
、

前

翅
の

第
六

賑
は

第
七

脈
よ
b
分
支

し
短
柄
を
有
す、

小

　

　
　
室
を

缺
き、

外

縁
は

第
三

脹
よ

b
後
縁
角
迄
急
に

斜
傾
す

。

　
三、

頭
頂
に

毛
塊

を
具
へ

、

隨
て

觸
角
の

基

部
に

す
る

毛
塊
は

　

　
　
判
然
せ

す。

ρ

！
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四、

腹

部
の

第
一
、

太

し
。

第
ご

及
び

第
三

節
に

毛
塊
を
具
へ

、

脚
は
」

　
　
潟

オ

奪
シ

ヤ

チ

ホ

コ

ぎ
き
§

窪

§
…・
・。

唱・

　
　

（
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　　卜

　
動
前

翅
は

次

褐、

前
縁
の

外

牛、
外
縁
及
び

後

縁
は

黄

色、
横

脈
上

の

《
點
は

黒

色
、

翅
端
角
を
等

分
せ

る
一

縱

線
は

友

褐
に

し
て

太

く
麟

然
せ

b、

禽
其
下

方
に

も
剣
然
せ

ざ
る

同

標
の
一

短
線
あ
ら、

外
縁
に

近
く

笛
一

乃
至

第
五

室
に

勃
然
せ

ざ
る
一

黒
紋

を
列
ね、

其
内

第
四

及

び

第
五

室
に

あ
る

も
の

は

稍
々

判
然

す、

倚

全
面
に

灰

褐
の

鱗
毛
を
散

布
す、

縁
毛
は

灰

褐、

後
翅
は

淡
黄、

縁
毛

誠

白
色、

裏
面
は
友

自、

前
翅
の

縁
毛
は

次

褐−

下

唇
鬚
は

黄
色、

基

部
に

黒
鱗
を
散
在
す、

觸

角
は

粗
な
る

物

状
を
呈
し、

頭
胸
は

黄
色

、

腹
部
は

淡
色
な

り、

前
翅
の

第
十
脈
は
小

室

よ
り

も
逡
か

前

方
よ

レ

出
づ
、

開
張
二

寸
四

分、

之
れ

は

五

月
下

旬
臺
灣
埔
里

瓧

に

て

高
椋
悌
吉
氏
の

採
集
せ

る

ウ
ニ

ク

ム

の

標
本
な

り
、

之

筋

は

印

度
地

方
に

産
す
る

即

譜

譽

鬢
霽

髦
野

に

稍
 

近

似
の

も
の

な

b。　

分
布

−

臺

灣
（

埔
里

就
）

。

九 八 七 六 五 四 三 ニ
ー

§

●
生

物

發

光

物

質

の

理

化

學

的

研

究

　

　
　

四
、

海

螢

ピ
弓
。

寒
歹
。・

。

の

理

化

學

的

性

質
に

つ

い

て
。

序

言

材
料

及

び

方

法

ビ
ゴ

o

罵

警
脅．
器

の

溶
解

性
と

沈

澱
性

口．
實
驗
用

濾

液
』

の

色

反

應

ア

ッ

カ

ロ

イ

ド

類

で
の

沈
澱

丗

篝
罵

育
，

器

の

鹽
出

沈
澱

同

乙
9
ま弓
器
o

の

熱

凝
固

ア

膨

コ

ー
ツ

及

び
ア

セ

ト

ソ

で
の

沈
澱

『

免

疫
血

清
』

で

の

沈
澱

筏
）

　
O
生

物

發
光

物

質
の

理

化
學
的
研
究

（

瀞
潤
）

一 十 十
一
卜 十 十

、　四 三 ニ ー

ゴ
ロ

O

嵐
邸囘
⇒
 
ゆ

電

氣
俥

導
度

討
議

摘
要

丈

献

序
言

　
　

　
’

　
　

　
　

田

　
　
左

の
　
∪凶
巳

団 
記

及

び

9
斗
コ
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